
    2019年 8月1日 

社員各位 

    一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

     会長 沖川 悦三 

 

2019年度定時社員総会のお知らせ 

 

拝啓 時下ますますご清祥の事とお慶び申し上げます。 

 さて、本協会の2019 年度定時社員総会を下記の通り開催いたしますので、万障お繰り合わせの上、ご

出席下さいますようお願い申し上げます（この資料を総会当日、必ずご持参下さい）。なお、大変お手数

をおかけいたしますが、総会をやむを得ず欠席される場合のみ、同封の「議決権行使書」に議決をご記入

いただくか、「委任状」に必要事項をご記入いただき、ご署名又はご記名・ご捺印の上、8 月 15 日（木）

必着で同封の返信用封筒を用いて郵送又はＦＡＸにてご返送下さいますようお願い申し上げます。「議決

権行使書」と「委任状」を両方ご提出された場合は、「議決権行使書」を優先いたします。 

 総会に先立ちまして、事前にご質問のある方は、下記の電子メールまたはＦＡＸにて、所属と氏名を明

記の上、送信をお願い申し上げます。忌憚のないお考え、ご質問をお願い申し上げます。8 月 15 日到着

分まで受付いたします。ご質問に対するお答えは、総会及び協会誌にてお伝えいたします。その際は、質

問者の所属と氏名を公開いたしますのでご了承ください。 

soukai-q@resja.or.jp 

ＦＡＸ：０４５－３５３－８３６５ 

 質問者の個人情報につきましては、総会及び一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の活動にの

み利用し、外部へ情報提供することはありません。  

敬具 

 

記 
 

日 時： 2019 年 8 月 22 日（木）12:30～13:20 

場 所： 北海道科学大学 4階 E405（第34回リハ工学カンファレンス in さっぽろ 第4会場 ） 

     北海道札幌市手稲区前田七条15丁目4-1 

議 案：  第１号議案 2018年度事業報告（案） 【資料１】 

 第２号議案 2018年度決算報告（案）／監査報告 【資料２】【資料３】 

 第３号議案 2019年度事業計画（案） 【資料４】 

 第４号議案 2019年度収支予算計画（案） 【資料５】 

 第５号議案 新役員の承認について 【資料６】 

    以上 

 

【お問い合わせ先・議決権行使書または委任状 返送先】 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 事務局 

〒235-0033 神奈川県横浜市磯子区杉田2-7-20 

  



 

 

 

2019年度定時社員総会 資料集 
 

 

 

 

 

 

 

第１号議案 2018年度事業報告（案） 【資料１】 P01～ 

 

第２号議案 2018年度決算報告（案）／ 監査報告 【資料２】【資料３】 P10〜 

 

第３号議案 2019年度事業計画（案） 【資料４】 P15～ 

 

第４号議案2019年度収支予算計画（案） 【資料５】 P23 

 

第５号議案 新役員の承認について 【資料６】 P24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先・議決権行使書または委任状 返送先】 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 事務局 

〒235-0033 神奈川県横浜市磯子区杉田2-7-20 
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【資料１】 

第１号議案 2018年度事業報告（案） 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2018年度の経過 

 

2018年度の事業として、第33回リハ工学カンファレンスを8月29日から31日まで厚木市文化会館で

開催し、327 名の参加者と120 演題の発表があり、公開講座、福祉機器コンテスト30周年記念シンポジ

ウム等を実施しました。福祉機器コンテスト2018 は7月に一次選考会、8月に二次選考会を開催し、機

器部門3件、学生部門3件とそれぞれ1件の30周年記念特別賞の受賞作を決定しました。受賞作は10月

12日に東京ビッグサイトで開催された国際福祉機器展（H.C.R.2018）において本協会のブースに展示し、

同会場で表彰式を行いました。受賞作はバリアフリー2019（大阪市）においても展示し、多くの関係者の

注目を集めました。協会誌は33巻3号から34巻2号まで4回発行し、34巻1号では福祉機器コンテス

トの報告書も合わせて会員に発送しました。 

 分科会・専門委員会関連事業として、SIG関連では全10SIGの法人内SIG化の検討を進め、支部体制も

さらに整備を進めました。災害対策委員会では、JRAT 各種委員会へ委員を派遣しました。また、復興支

援活動の一環として第 2 回災害対策セミナーを札幌市で開催しました。広報活動としては H.C.R.2018、

バリアフリー2019等においてブースを設け、本協会の活動をPRすると共に、主催者の主催するイベント

に協力いたしました。また、国際連携として、RESKOにおける国際連携に関するシンポジストとして参加

しました。  

 以上のように今年度も多方面にわたる事業を実施して参りました。従来からの事業は縮小せずに、出費

を抑える努力を続けてきましたが、財政面では依然として単年度赤字が出る状況が続いています。今後も

本協会を継続及び発展させるため、引き続き会員の皆様のご理解とご協力をお願いする次第です。  

 

会長 沖川 悦三  

 

１．社員・会員 

１−１. 法人社員・会員 

  2018年7月1日  正会員 726名（うち社員（代議員）84名）、学生会員 17名、 

           賛助会員数 21社（61口） 

  2019年6月30日 正会員 723名（うち社員（代議員）84名）、学生会員 24名、 

           賛助会員数 18社（56口） 

 

２．事業  

 本協会の主たる事業は、リハ工学カンファレンスの開催、福祉機器コンテストの実施、協会誌の発行、

SIG活動及び委員会活動である。以下に、各事業の2018年度の活動を報告する。 

２－１．リハ工学カンファレンス関連（担当理事：剣持悟・鈴木太） 

１）第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ開催 

・会期：2018年8月29日(水）～31日（金） 

・会場：厚木市文化会館（厚木市） 

大会テーマ：神奈川の中心で、支援技術をかたる～そしてリハビリテーション工学の未来へ～ 

 ・大会長：沖川悦三氏（神奈川リハビリテーション病院 研究部 主任研究員） 
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 ・実行委員長：村田知之氏（神奈川リハビリテーション病院） 

・参加者総数：327名（内訳：協会・協賛団体員184名、非会員86名、学生24名、初参加の当事者発

表者9名、同行・視察24名） 

・発表演題数：120 

・一般演題発表、ポスターセッション、福祉機器コンテスト選考会に加えて、ファーストタイマーズセ

ッション、航空機利用に関する特別企画、福祉機器コンテスト30周年シンポジウムなどを実施した 

・10/8に開催された実行委員会に次回実行委員長とともに参加し、今回の反省点や次回への引継ぎ事項

に関して打合せを行った。実施報告書と収支報告書についても議論した 

２）第34回リハ工学カンファレンス準備（予定） 

・会期：2019年8月21日（水）～23日（金） 

・会場：北海道科学大学（札幌市） 

・大会長：桂律也氏（三草会クラーク病院 リハビリテーションセンター長） 

・実行委員長：早川康之氏（北海道科学大学 義肢装具学科 教授） 

大会テーマ：リハ工学と看護・介護 

・発表演題数：101 

・内容：一般演題発表、ポスター発表、福祉機器コンテスト、大会長講演、特別講演、市民公開講座ほか 

３）第35回リハ工学カンファレンス準備（予定） 

・会期：2020年10月24日(土）～26日（月） 

・会場：西日本総合展示場新館3F会議室およびAIMビル3F会議室（福岡県北九州市） 

・大会長：繁成剛氏（東洋大学 人間環境デザイン学科 教授） 

・実行委員長：中村詩子氏（北九州市立総合療育センター） 

 

２－２．福祉機器コンテスト関連（担当理事：山形茂生） 

１）福祉機器コンテスト2018 

 ・応募件数 50件 機器開発部門：24件（昨年28件） 学生部門：26件（昨年27件） 

  一次通過作品 機器開発部門：10件 学生部門：10件 

・第一次選考会 2018年7月7日(土) 応募作品の書類・ビデオ審査 

  於：中山福祉機器支援センター（神奈川県横浜市緑区中山町413-4） 

 ・第二次選考会 2018年8月30日(木) 

  機器開発部門：プレゼンテーション審査、学生部門：書類・ビデオ審査 

  於：第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ開催会場内 

 ・発表・表彰：第45回国際福祉機器展H.C.R.2018会場内 2018年10月10日(水)～12日(金) 

 ・感謝状贈呈式：第45回国際福祉機器展H.C.R.2018会場内 2018年10月10日（水）～12日（金）

長きにわたりスポンサーとして支えてくださった特別協賛企業のフランスベッド株式会社様と協賛

企業様に、表彰式終了後に感謝状の贈呈式を開催した 

 ・展示・広報：第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ 2018年8月29日(水)～31日(金) 

（受賞作品の実物展示） 

        H.C.R.2018（東京）2018年10月10日(水)〜12日(金) 

（表彰式／受賞作品の実物展示）                                      

        P.P.C.2018（北九州市）2018年11月15日(木)～17日(土) 

（受賞作品のチラシ展示） 
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２）福祉機器コンテスト30周年記念シンポジウム 

 第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ（厚木市）2018年8月29日(水)～31日(金) 

・期間中に過去の受賞作品の展示及び受賞者によるシンポジウム 

３）福祉機器コンテスト2019 

  特別協賛（予定）：フランスベッド株式会社 

 ・協賛（予定）：株式会社有薗製作所、川村義肢株式会社、株式会社ケープ、日陶科学株式会社、株式

会社ミクニライフ＆オート、株式会社モリトー 

 ・後援（予定）：厚生労働省、経済産業省、公益財団法人テクノエイド協会、国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会、一般社団法人日本

作業療法士協会 

 ・福祉機器コンテスト2019選考委員会の設置（2019年4月1日～） 

 ・募集対象：機器開発部門、学生部門  

 ・広報開始・応募要綱配布：2019年4月中旬 

 ・募集期間：機器開発部門 2019年5月～6月、学生部門 2019年5月～7月 

 ・展示・広報：バリアフリー 2019（大阪）展示会 2019年4月18日(木)〜20日(土) 

        ウェルフェア2019（名古屋）展示会 2019年5月30日（木）～6月1日（土） 

 

２－３．協会誌関連（担当理事：石濱裕規・桂律也） 

１）協会誌発行 

以下を発刊した。 

・vol.33 No.3 2018/ 8 特集「遊び 最近の動向」 

・vol.33 No.4 2018/11 特集「人工内耳」 

・vol.34 No.1 2019/ 2 特集「リハビリテーション工学の卒前教育の現状と課題」 

・vol.34 No.2 2019/ 5 特集「認知症のある人を支援する」 

２）編集委員会の開催 

・年４回、協会誌の発行に併せて会場確保を行い、編集委員会を開催した。新規編集委員4名は公募者、

ならびに公募期間後の編集委員会にて定足数4名が定まった 

３）査読体制 

・年度内の新規投稿は5件、研究論文4、技術報告１、いずれも査読中である 

４）協会誌投稿規定の見直し 

 ・協会誌投稿規定検討委員会を2回開催し、投稿規定、査読規定と整合性を有した編集委員会内規策定

等を検討した 

５）協会誌の電子化 

・J-STAGE登載のためのXMLテンプレート作成を担当理事にて進め、登載作業を編集委員会に実施委託

する予定であったが、作業量を鑑み、外部委託を含めた見直しを行っている。J-STAGEセンターに当

協会誌に適切な登載手続について照会を進めた 

 

２－４．分科会・専門委員会（担当理事：二瓶美里・金井謙介・中村俊哉） 

１）SIG活動支援 

・現在ある10 SIG の活動を支援するために、協会誌やホームページへの講習会等の情報掲載と書式の

整備、各種展示会における案内チラシの配布を行った 
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・SIG代表者会議での意見を受けて、全SIGが法人内SIGへと移行できるよう、SIGのあり方に関する

検討を行い、各SIG代表者との意見交換を行った 

２）支部再編の推進及び既設支部への活動支援 

・会員への支部に関する情報周知の目的で、協会誌に支部インフォメーションを掲載した 

・さらに支部の活動支援を目的に、リハ工学カンファレンス内にて支部ミーティングの場を設定するよ

う、カンファレンス実行委員会等と調整を行った 

３）災害対策委員会の運営 

・JASPA（（一社）日本福祉用具・生活支援用具協会）車椅子・姿勢保持部会主催の「第8回災害復興車

椅子メンテナンスin朝倉」に有志9名で参加した（2018年11月21日～22日） 

・JRAT 各種委員会（戦略会議、広報委員会、研修企画委員会）および RRT 隊員養成研修会へ委員の派

遣を行い、JRAT加盟各団体との協力関係の構築およびJRAT内における当協会の役割の精査を行った。

また委員会内でメーリングリストにて情報共有を行った 

・2年間の設置期間の延長を行い、今後の活動計画の検討を行った 

４）復興支援講習会開催 

・災害対策委員会の活動の１つとして、第2回災害対策リハ工学セミナーの企画運営を行った。セミナ

ーは2019年5月11日に札幌医療リハビリ専門学校（札幌市）にて、『つくってみよう！強化段ボー

ルでつくるイスやテーブル』と題したワークショップと、『大規模災害とリハ工学 －災害にリハ工

学ができること－』と題したシンポジウムの2部構成で開催した 

 

 

 

  2018年度SIG活動報告  期間：2018年7月～2019年6月  ※会員数（協会員数）は2018年6月1日現在 

SIG 姿勢保持 http://www.resja.or.jp/posi-sig/ 会員数：176名（38名） 

代表者：繁成剛(東洋大学)  事務局長：児玉真一(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・リハ工学協会事業への協力        

・役員会の開催： 日程：2019年1月6日 オンライン会議（司会：横浜市総合リハビリテーションセンター）  

・書籍（小児から高齢者までの姿勢保持・第２版）や資料集PDF版の販売 

車いすSIG https://www.resja.or.jp/wc-sig/ 会員数：110名（62名） 

代表者：松尾清美(佐賀大学) 事務局長：深野栄子     

・講習会開催：2018年9月1日・2日 アミューあつぎ（厚木市） 

・講習会開催：2019年2月16日・17日 横浜市スポーツ医科学センター（横浜市）   

・WEBサイト運営、テキスト発行(年2回)、分科会(BOG)活動、大規模災害復興支援、協会事業への協力 他 

自助具SIG  会員数：9名（9名） 

代表者：岡田英志（ヒューマン） 事務局長：岡田英志（ヒューマン）     

・貸し出し用自助具箱の作成（貸出１件 西九州大学）  

"・Facebookを利用した情報発信 

乗り物SIG https://ameblo.jp/sunrisejp007/ 会員数：5名（5名） 

代表者：岩﨑満男(㈱ﾌｧｰｽﾄｳｪﾙﾌｪｱ） 事務局長：増子千景(WILD GATE)     

・分科会(BOG)活動、協会事業への協力 他    

・SIGのFB/HP更新など 

SIG 褥そう防止装置 http://www.resja.or.jp/sig-pmps/ 会員数：20名（20名） 

代表者：新妻淳子(国立リハセンター研究所) 事務局長：河合俊宏(埼玉県総合リハビリテーションセンター)  

・HPの更新、褥瘡学会との連携（委員派遣・セミナーの後援） 

コミュニケーションSIG https://www.resja.or.jp/com-sig/ 会員数：67名（20名） 

代表者：渡辺崇史（日本福祉大学） 事務局長：上野忠浩(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・コミュニケーションSIG講習会で使用する操作スイッチの購入検討   

・「かながわ難病等リハビリテーション支援連絡会」の講習会（2018.10.20-21）に共催   

SIG 住まいづくり http://www.resja.or.jp/sumai-sig/ 会員数：107名（60名） 

代表者：橋本美芽（首都大学東京） 事務局長：鈴木基恵(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・WEBサイトリニューアル検討 
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特別支援教育SIG  会員数：5名（5名） 

代表者：松田靖史（川村義肢㈱） 事務局長：高原光恵(鳴門教育大学) 

・特別支援関連企画への専門家紹介、実施協力など 

・個別問い合わせへの対応（情報提供）  

移乗機器SIG http://www.reha.kobegakuin.ac.jp/~hp-reha/transfer/index.html 会員数：136名（23名） 

代表者：古田恒輔（神戸学院大学） 事務局長：青木久美子（宇部記念病院訪問リハビリテーション） 

・移乗機器SIG講習会2019 in 神戸 開催（2019年1月26日（土）・27日（日）：神戸学院大学） 

・ニュース発行（1回）    ・役員会の開催 

義肢装具SIG http://www.resja.or.jp/po-sig/ 会員数：132名（37名） 

代表者：笹川友彦（熊本総合医療リハビリテーション学院 義肢装具学科) 事務局長：砂野義信  

・講習会開催：2018年9月1日（土）・2日（日） 義肢装具SIG第14回講習会 

神奈川リハビリテーション病院（神奈川県厚木市） 

・WEBサイト運営 

 

 

  2018年度支部活動報告  期間：2018年7月～2019年6月 

東日本支部 

世話人：桂律也 事務局長：新体制に向けて検討 

・2018年度は、さっぽろカンファレンス準備もあって、組織の再構成を実施することができなかった。 

・協会主催の災害対策セミナーに共催し、準備・広報に一部の道内メンバーが協力した。 

関東・甲信越支部  

支部長：沖川悦三（神奈川総合リハビリテーションセンター) 事務局長：村田知之（同左） 

・第33回リハ工学カンファレンスinあつぎ 運営など(2018年8月）   

・第45回 国際福祉機器展 H.C.R.2018 リハ工ブースにて説明/相談、セミナーなど(2018年9月） 

中部支部 

支部長：渡辺崇史(日本福祉大学） 事務局長：新体制に向けて検討 

・新区割りでの運営体制の検討   

関西支部   

支部長：相良二朗（神戸芸術工科大学） 事務局長：糟谷佐紀（神戸学院大学）  

・バリアフリー2019リハ工ブース運営協力：2019年4月18日（木）～20日（土） インテックス大阪（大阪市） 

・バリアフリー2019の出展社ワークショップ開催協力：2019年4月20日（土） インテックス大阪ワークショップ会場第1会

場（大阪市）『電動車いすでどこでも行こう！～ローカル線を乗り鉄旅～』   

・関西支部シンポジウム『バリアフリー・ユニバーサルデザインの一歩先の展開 

 〜社会的包摂に向けてのインクルーシブリサーチとは〜』 2018年12月1日（土）14時～16時15分、 

 学校法人谷岡学園梅田サテライトオフィス、28名参加"    

・役員会：2018年8月29日（水）16時半～17時半、厚木市文化会館4階休憩スペース、8名出席 

中国・四国支部 

世話人：下元佳子( 一社）ナチュラルハートフルケアネットワーク） 事務局長：高橋一郎 

・2018年6月29日（金）～7月1日（日） 第17回高知ふくし機器展 バリアフリーフェスティバル2018 

リハ工ブースとして参加 

・2019年4月27日（土） 第8回合同シンポジウムin香川を「障害当事者こそが変える！人出不足の介護現場」をテーマに

開催 

九州支部 

支部長：松尾清美（佐賀大学） 事務局長：小林博光（総合せき損センター） 

・第20回西日本国際福祉機器展リハ工ブースにてパネル展示。リハ工やコンテストの説明や相談等。 

2018年11月15日（木）～17日（土） 西日本総合展示場（北九州市） 

 

 

２－５．企画推進事業（企画担当理事：中村俊哉・麸澤 孝／事業統括理事：金井 謙介） 

協会の広報活動及び会員獲得に向けたPR 活動、公益活動のために以下の展示会出展及び出展社セミナ

ー等の開催を行った。 

１）学会展示会、広報活動強化 

 各地域支部協力の下、以下の展示会へブース出展し、広報活動を行った。 

・第45回国際福祉機器展(H.C.R.2018)（2018年10月10日（水）～12日（金） 於：東京ビッグサイ
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ト（東京））にてブース出展を行った 

・第20回西日本国際福祉機器展（P.P.C.2018）（2018年11月15日（木）～17日（土） 於：西日本総

合展示場新館） 九州支部の協力の下、広報を行った 

・バリアフリー2019（2019年4月18日（木）～20日（土）於：インテックス大阪（大阪市））に関西

支部協力の下ブース出展を行った 

・第15回新潟福祉機器展（2019年5月10日（金）～12日（日）於：新潟市産業振興センター（新潟

市））にブース出展を行った 

２）セミナー開催 

 以下のセミナーを開催した。 

・第45 回国際福祉機器展（H.C.R.2018）において、出展者プレゼンテーション「強化段ボールを使っ

た福祉用具のデザインと被災地支援」（講師：繁成剛氏（東洋大学）、2018年10月12日（金））を企

画・開催した 

・バリアフリー2019 において、バリアフリー・ワークショップ「電動車いすでどこでも行こう！～ロ

ーカル線で乗り鉄旅」（講師：麸澤孝氏、4月20日（土））を関西支部の協力の下、企画・開催した 

３）災害対策セミナーの開催 

・第2回災害対策リハ工学セミナーin札幌（2019年5月11日（土））於：札幌医療リハビリ専門学校（札

幌市）を災害対策委員会・第34回リハ工学カンファレンス実行委員会の協力の下、企画・開催した 

４）合同シンポジウムの開催 

・全国頸髄損傷者連絡会、一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワークとの第8回合同シンポ

ジウム「障害当事者こそが変える！人手不足の介護現場 ～だれのため？みんなのため！みんな

で考えよう！～」（2019年4月27日（土）於：かがわ総合リハビリテーションセンター（高松市））

を中国・四国支部協力の下、企画・開催した 

５）情報保障の推進 

・リハ工学カンファレンスin あつぎにおいて、市民公開講座等で情報保障を行った。その他シンポジ

ウム等の事業での実施はなかったが、今後に向けて方法等の検討を進めていく 

６）その他 

・有料セミナー等の新たな事業の検討 

協会の活性化を目的とした、有料セミナー等の事業の検討を行った。収益事業等の検討 

・「頸損解体新書２０２０」の制作に係る検討及び準備 

「頸損解体新書２０２０」の制作に向け、全国頸髄損傷者連絡会と共に準備を開始した。 

 

２－６．国際関連の事業（担当理事：桂律也・石濱裕規） 

１）国際関連団体との相互協定に基づく交流 

 ・2019 年リハ工学カンファレンスは、WHO・GATE ジュネーブ会議、ARATA/i-CREATe などとの日程がタ

イトであったため、開催の案内を送るにとどめた 

 ・RESKOからの要請で、国際連携に関するシンポジウムのシンポジストとして、井上剛伸氏（国立障害

者リハビリテーションセンター研究所）に依頼した 

 ・支援技術専門家組織連合（AATPO）への加入継続としていたが、同組織は国際支援技術組織連合（IAATO）

と改称し、規約を定め、新たな参加組織を募っていく方向で、作業進行中である 

２）国際連携推進委員会の開催 

 ・対面会議は実施しなかったが、メーリングリストで緊密な連携をとった 
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 ・国際連携推進委員会の内規と名簿を作成 HPへの掲載準備を進めている 

３）その他 

 ・第17回国際義肢装具協会（ISPO）世界大会（2019 年 10 月、神戸）事務局からの要請を受け、シン

ポジウム「Assistive Technology で高齢化社会に立ち向かう」のシンポジストとして、井上剛伸氏

を推薦した 

 

３．総務  

３－１．規則・選挙（担当理事：水澤二郎） 

１）規程の整備 

・2018年度定時社員総会第６号議案「年会費の値上げ」の決議を受けて、定款施行細則第34条の改定

を行った 

・各種規則等の規定状況についてその内容を精査し、運用上の問題点や改定の必要性の有無を確認した 

２）代議員選挙、役員選挙 

・ 選挙管理委員会と共に、補欠役員（理事）立候補者を確定し、定時社員総会に諮る準備を進めた                                            

・選挙管理委員会の任期満了に伴い、新たな選挙管理委員会を発足（留任）し、当該委員会業務に関し

ての確認及び取りまとめを行った 

・代議員並びに役員の任期満了に伴い、代議員選挙、役員候補者選挙を行った 

 

３－２．財務（担当理事：岡野善記） 

・法人会計管理を行った 

・より詳細に経費内容を分析できるよう新コード作成し実行した 

・法人移行時からの仮受金について詳細を確認し適切に処理を行った 

 

３－３．総会･理事会等会議開催（担当理事：江原喜人） 

１）2018年度定時社員総会を開催 

・2018年8月30日12:45〜13:35、厚木市文化会館1階 小ホールにおいて定時社員総会を開催した 

２）2018年度第1回（通算第49回）～第6回（通算第54回）理事会の開催 

・2018年7月22日、8月30日、10月28日、12月9日、2019年3月17日、6月16日に理事会を開催

した 

 

３－４．広報・渉外（担当理事：杉本昌子・鈴木太） 

１）協会ホームページ運用 

 ・リニューアルに伴う安全面・機能面を考慮しSSL認証を取得した 

 ・各支部、各SIGへ広報のための支援を行った 

 ・イベント、セミナー情報、協会誌、カンファレンス等、適宜更新作業を行った 

 ・理事会外での運用については継続して検討を進める 

２）Web管理委員会 

 ・ML配信（14件）/Facebook投稿（18件）/FreeML配信（37件）/ML登録（31件） 

 ・Google アカウントを取得し、Google フォームを活用したセミナー申込フォーム、アンケート回答フ

ォームを運用し、アクセシビリティ改善と共に、事務局負担の軽減を図った 

 ・同上アナリティクスの活用により、協会HPのアクセス解析を実施し、毎理事会にて結果を報告した 
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 ・チャットワーク（NPO支援プログラム）の運用を各委員会にて開始し、スムーズな意見交換ができる

環境を整備した 

３）協会リーフレット 

 ・入会案内、3つ折りリーフレットのデータの更新を行った 

 

４．事務局（事務局統括理事：沖川悦三） 

１） 事務局運営 

法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進めた。 

２）展示会出展における広報活動を行った 

 

５．後援・協賛事業 

 2018年度は以下の事業の後援・協賛を行った。  

No

. 

 団体名 開催日程 内容 

1 後援 福祉用具プランナー研究ネットワーク 2018/7/15 プラネット第４回研究大会 

2 後援 社会福祉法人横浜市リハビリテーショ

ン事業団 

2018/7/20～21 ヨコハマ・ヒューマン＆テクノラン

ド2018 

3 後援 一般社団法人日本福祉のまちづくり学

会 

2018/8/8～11 日本福祉のまちづくり学会 第21回

全国大会 

4 後援 特定非営利活動法人 医療ネットワー

ク支援センター 

2018/9～2019/3 第6回ウェルフェアデザインコンテ

スト 

5 協賛 特定非営利活動法人 ヒューマンインタ

フェース学会 

2018/9/5～7 ヒューマンインタフェースシンポジ

ウム2018 

6 協賛 一般社団法人日本生活支援工学会 2018/9/6～8 学術講演会ＬＩＦＥ２０１８ 

7 後援 一般社団法人日本作業療法士協会 2018/9/7～9 第52回日本作業療法学会 

8 協賛 公益社団法人計測自動制御学会 2018/9/10～12 ライフエンジニアリング部門シンポ

ジウム2018（LE2018） 

9 後援 一般社団法人ナンフェス 2018/9/17 ウォーク＆ランフェスタ2018 

10 後援 日本身体障害者補助犬学会 2018/10/6～7 日本身体障害者補助犬学会第11 回

学術大会 

11 後援 NPO法人ケアリフォームシステム研究会 2018/10/27 ケアリフォームシステム研究会 全

国大会in沖縄 

12 後援 一般社団法人日本義肢装具学会 2018/11/10～11 第34回日本義肢装具学会学術大会 

13 協賛 バイオメカニズム学会 2018/11/10～11 第39回バイオメカニズム学術講演会 

14 後援 特定非営利活動法人 バイオフィリア 

リハビリテーション学会 

2018/11/10～11 第22回バイオフィリアリハビリテー

ション学会大会 

15 協賛 西日本国際福祉機器展実行委員会 2018/11/15～17 P.P.C.2018第20回西日本国際福祉機

器展 

16 後援 特定非営利活動法人日本シーティン

グ・コンサルタント協会 

2018/11/17～18 第14回日本シーティング・シンポジ

ウム 
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17 後援 介助犬のひろば実行委員会 2018/12/2～4 介助犬のひろばin北河内2018 

18 協賛 感覚代行研究会 2018/12/3～4 第44回（2018年）感覚代行シンポジ

ウム 

19 協賛 公益社団法人計測自動制御学会 2018/12/13～15 第19回SICEシステムインテグレーシ

ョン部門講演会 

20 後援 日本チェアスキー協会 2019/2/22～24 障害者スキー普及講習会 第４０回

日本チェアスキー大会  

21 協力 日本身体障害者補助犬学会 2019/3/26 航空関係者対象 車椅子･電動車椅子

取扱いセミナー 

22 後援 公益社団法人日本理学療法士協会 2019/5/25～26 第54回日本理学療法学術研修大会in

徳島2019 

23 後援 第1回福祉用具専門相談員研究大会 2019/6/17 第1回福祉用具専門相談員研究大会 

24 協賛 一般社団法人日本交通科学学会 2019/6/20～21 第55回日本交通科学学会総会・学術

講演会 

 下線は新規事業 
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【資料２】 

第２号議案 2018年度決算報告（案）／監査報告 

 

「決算報告書」（貸借対照表、損益計算書、販売費・一般管理費内訳書）及び補助資料として「予算比

較決算書」をご覧下さい。 
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【資料３】 

2018年度監査報告 
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【資料４】 

第３号議案 2019年度事業計画（案） 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2019年度事業方針 

 

2019年度の事業計画として、まず8月21日から23日まで北海道科学大学において第34回リハ工学カ

ンファレンスを開催し、会期中に社員総会を開く予定です。また例年通り協会誌を4回発行し、福祉機器

コンテスト2019を従前のスケジュールで実施します。また、9月25日から27日まで東京ビッグサイト

で開催される国際福祉機器展（H.C.R.2019）に当協会のブースを出展し、来場者に協会の活動紹介と福祉

機器コンテスト2019 の受賞作品展示、さらにこの会期中に福祉機器コンテストの表彰式を実施する予定

です。 

 分科会活動として、全10SIGが法人内SIGとなるよう順次進めていきます。支部に関しては、全6支部

を設立したので積極的な活動が行えるよう支援していく予定です。災害対策委員会では、JRAT に加盟団

体として、関連団体と協力しながら被災地及び今後起こりうる災害の被災地に対して支援活動を実施する

予定です。 

 他団体との連携として、全国頸髄損傷者連絡会と共同で実態調査を行い、「頸損解体新書2020」として

発行を目指しています。 

 国際連携推進委員会ではアジアのリハ工学関連組織の連携団体であるCREATe Asia（アジアリハ工学連

携会議）と国際支援技術組織連合（Alliance of Assistive Technology Organizations）についてはこれ

まで通り、RESNA、AAATE、ARATA、RESKO、TREATS と調整しながら、中央委員会（Steering Committee）

のメンバーとして今後の国際連携活動を推進いたします。 

 今年度より正会員の年会費を値上げさせていただきます。それにより、これまで当協会が継続してきた

事業を確実に実施し、さらに支部活動や国際連携を進めていくために予算を計上しつつ、できる限り支出

を削減するように努め、さらに新会員と協賛団体の加入を進めるよう努力していく所存です。 

 

会長 沖川悦三 

 

１．事業  

１－１．リハ工学カンファレンス関連（カンファレンス担当理事） 

１）第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろの開催準備 

  ・会期：2019年8月21日（水）～23日（金） 

  ・会場：北海道科学大学（北海道札幌市） 

  ・大会テーマ：リハ工学と看護・介護 

  ・大会長：桂律也氏（三草会クラーク病院リハビリテーションセンター長） 

  ・実行委員長：早川康之氏（北海道科学大学義肢装具学科教授） 

・発表演題数：101 

・内容：一般演題発表、ポスター発表、福祉機器コンテスト、ファーストタイマーズセッション、大会

長講演、特別講演、特別企画、大会長特別企画、学生企画（各種体験企画）、市民公開講座ほか 

２）第35回リハ工学カンファレンスin北九州の開催準備 

  ・会期：2020年10月24日（土）～26日（月） 

  ・会場：西日本総合展示場新館3F会議室およびAIMビル3F会議室（福岡県北九州市） 
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  ・大会長：繁成剛氏（東洋大学人間環境デザイン学科教授） 

  ・実行委員長：中村詩子氏（北九州市立総合療育センター） 

３）第36回リハ工学カンファレンス準備 

  第36回リハ工学カンファレンスの開催準備を行う。 

４）今後のカンファレンスのあり方を検討する 

 

１－２．福祉機器コンテスト関連（コンテスト担当理事） 

１）福祉機器コンテスト2019 

・第一次選考会 2019年7月7日（土） 応募作品の書類・ビデオ審査 

於：横浜市スポーツ医科学センター 

・第二次選考会 2019年8月22日（木）  

  機器開発部門：プレゼンテーション審査、学生部門：書類・ビデオ審査 

  於：第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろ会場内 

・発表・表彰：第46回国際福祉機器展H.C.R.2019会場内 9月25日（水）～27日（金） 

・展示・広報（予定）： 

  第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろ 8月21日（水）～23日（金） （受賞作品の展示） 

H.C.R.2019 （東京） 9月25日（水）〜27日（金） （表彰式／受賞作品の実物展示） 

  P.P.C.2019（北九州市） 11月14日（木）～16日（土） （受賞作品のチラシ展示）  

２）福祉機器コンテスト2020 

  特別協賛：（予定）フランスベッド株式会社 

  協賛（予定）：株式会社有薗製作所、川村義肢株式会社、株式会社ケープ、日陶科学株式会社、株式

会社ミクニライフ＆オート、株式会社モリトー 

  後援（予定）：厚生労働省、経済産業省、公益財団法人テクノエイド協会、国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会、一

般社団法人日本作業療法士協会 

  ・福祉機器コンテスト2020選考委員会の設置（2020年4月1日～） 

  ・募集対象：機器開発部門, 学生部門 

  ・広報開始・応募要綱配布：4月中旬  

  ・募集期間：機器開発部門 5月～6月、学生部門   5月～7月 

  ・展示・広報 （予定）：バリアフリー2020（大阪）展示会（広報） 4月 

             ウェルフェア2020（名古屋）展示会（広報）5月 

 

１－３．協会誌関連（協会誌担当理事） 

１）協会誌編集 

・年４回、協会誌の発行に合わせて会場の確保を行い、編集委員会を開催する。うち、年2回を目標と

して、Web編集委員会を開催し、経費削減をはかる。そのほか随時インターネット上にて編集作業の

進捗状況について情報交換を行う 

２）協会誌発行 

・以下の協会誌を発行予定 

vol.34 No.3 2019/8 特集「障害者スポーツの未来と挑戦し続けるアスリートを取り巻く環境（仮）」 

vol.34 No.4 2019/11 特集「サイエンスを民主化せよ―インクルーシブデザインをめざして―（仮）」 
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vol.35 No.1  2020/2 特集「住みなれた土地（家）で暮らしたい（仮）」 

vol.35 No.2 2020/5 特集「未定」 

３）投稿論文（査読依頼） 

・査読担当委員を中心に、投稿論文の査読者の確保、依頼等を行う。査読体制の改善、さらには査読規

定の改正が必要と思われる場合には、担当者間で協議し、対処する 

・2018年度第1回理事会において、協会誌投稿規定検討委員会の設置が承認され、2018年度第4回協

会誌編集委員会後に第1回委員会を開催した（2019年1月13日）。同委員会は、協会誌編集委員会

後に継続開催予定であり、投稿規定と併せて査読体制・関連規定等の見直しもはかる予定である 

４）協会誌の段階的電子化 

・協会誌電子化登載作業のうち、JSTへのWeb上での登録作業を印刷元等へ委託する。委託費につき以

下の経費を計上したい 

 

１－４．分科会・専門委員会関連（分科会・専門委員会担当理事） 

１）SIG活動支援 

・現在設立されている10 SIG は、それぞれ主体的に活動内容を企画・実施しつつ、時に複数SIG間で

協同の事業を行っている。主な関心領域やメンバーの専門領域、そして企画の進め方も異なる多様性

に富んだ 10 グループの活動組織は、当法人が企画する事業を実現化する際に大変頼りになるパート

ナーである。これまでも当法人が企画・参画・運営する事業（講習会やコンテスト、協会誌の査読、

リハ工学カンファレンスなど）実施に際して法人内SIG・協力SIGと協働しており、2019年度以降も

同様に協働しながら当法人の活動を活性化していきたい 

・SIGの活動を支援するために2018年度より協会誌やHPへの情報掲載の運用について整理を行った。

情報発信は重要であるとの認識から、今後も各SIGと情報交換しながら情報発信を進めていく。現在、

法人外SIG（協力SIG）とは2016年度に基本協力関係の覚書を締結し、協力関係を明確にしたが、各

法人外 SIG の活動が拡大する中で対外的に協会との関係性を整理する必要が出てきている。そこで

2018年度のSIG代表者会議を受けて、全10 SIGが法人内SIGとなるように各種条件の整理を行い、

法人外SIGの法人内SIGへの移行を順次進めていく 

２）支部への活動支援 

・2016 年度より、支部設置方針を見直して、設置申請方式から地域区割り方式に変更し、会員はいず

れかの地域の支部に所属し、各地域でのリハ工学に関わる人的ネットワークを構築するために規定整

備を行った。2018 年度は協会誌や HP で全支部からの情報を掲載し、会員への周知を図っているが、

支部ごとで活動状況に差があるので、2019 年度はさらなる支部活動への支援を積極的に行う。また

継続的な活動が行えるよう、活動経費として支部活動金の配分を行いたい 

３）災害対策委員会の運営と大規模災害時の協会の対応 

・災害対応を行う目的で2016年度に設置された「災害対策委員会」が、2018年度よりさらに2年間の

設置期間が延長された。2019 年度はその 2 年目として本期限付き委員会の活動を継続して行うとと

もに、常設委員会としての設置の必要性についても検討を行う。また、大規模災害時の協会の対応に

ついて2018年度は災害対策委員会の中で検討・実施を行っており、2019年度もJRAT（大規模災害リ

ハビリテーション支援関連団体協議会）活動への参加や大規模災害に対応している他団体との協力体

制構築及び被災地調査などを実施する。これらの活動に際しては企業から災害対策活動協賛金を募る

ことで実施する 

・2019年度の主な活動は以下の通り 
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 ・災害対策セミナー等の企画・実施 

 ・平成28年熊本地震への対応の検討 

 ・平成29年九州北部豪雨への対応 

 ・平成30年7月豪雨への対応 

 ・平成30年北海道胆振東部地震への対応 

 ・大規模災害時支援活動基本方針の策定 

 ・JRAT活動への参加と連携 

 ・障害を持つ人の防災マニュアル（仮称）の作成 

 ・JRAT・JAWS・JASPA・日本福祉用具供給協会などの連携の窓口 

 ・その他、災害対策委員会が独自に必要と認めたこと 

４）災害対策セミナーの開催 

・昨年度に続き、本年度も開催を検討する。運営は災害対策員会を中心に各SIGの協力を仰ぎながら企

画し、リハ工学の啓発、技術伝承及び、災害時の福祉用具や住環境改善の対応等の内容から検討する 

・内容はこれまではシンポジウム形式を中心としていたが、ワークショップ等の体験型のイベントなど

新たな形式も検討していく 

対象者：専門職向けやリハ工学に興味のある方等 

 

2019年度活動計画 期間：2019年7月～2020年6月 ※会員数（協会員数）は2019年6月1日現在 

SIG 姿勢保持 https://www.resja.or.jp/posi-sig/ 会員数：176名（38名） 
代表者：繁成剛(東洋大学) 事務局長：児玉真一(横浜市総合リハビリテーションセンター) 
・講習会開催：実施予定 日程：2019年9月7日（土）～8日（日） 会場：山西福祉記念会館（大阪） 
・役員会の開催：開催予定 日程：2019年12月末 オンライン会議（予定） 
・書籍（小児から高齢者までの姿勢保持・第２版）や資料集PDF版の販売  

車いすSIG https://www.resja.or.jp/wc-sig/ 会員数：108名（57名） 
代表者：沖川悦三(神奈川県総合リハビリテーションセンター) 事務局長：深野栄子 
・講習会開催：2019年8月24日（土） 北海道科学大学（札幌市） 
・講習会開催：2020年 日程と場所は未定（未定）    
・WEBサイト運営、テキスト発行(年2回)、分科会(BOG)活動、大規模災害復興支援、協会事業への協力 他 

自助具SIG   会員数：9名（9名） 
代表者：岡田英志（ヒューマン）  事務局長：岡田英志（ヒューマン）     
・テクノエイド協会自助具データーベースへの協力 
・貸し出し用自助具箱の充実・貸出促進 

乗り物SIG  https://ameblo.jp/sunrisejp007/ 会員数：5名（5名） 
代表者：岩﨑満男（(㈱ファースト・ウェルフェア） 事務局長：増子 千景(WILD GATE) 
・分科会(BOG)活動、協会事業への協力 他   
・SIGのFB/HP更新など 

SIG 褥そう防止装置  https://www.resja.or.jp/sig-pmps/ 会員数：20名（20名） 
代表者：新妻淳子(国立リハセンター研究所) 事務局長：河合俊宏(埼玉県総合リハビリテーションセンター) 
・HPの更新 
・日本褥瘡学会との連携 

コミュニケーションSIG https://www.resja.or.jp/com-sig/ 会員数：67名（20名） 
代表者：渡辺崇史（日本福祉大学） 事務局長：上野忠浩(横浜市総合リハビリテーションセンター) 
・コミュニケーションSIG講習会（勉強会）開催（時期未定） 
・コミュニケーション支援団体との協力活動 

SIG 住まいづくり  https://www.resja.or.jp/sumai-sig/ 会員数：107名（60名） 
代表者：橋本美芽（首都大学東京） 事務局長：鈴木基恵(横浜市総合リハビリテーションセンター) 
・協会事業への協力 
・WEBサイトリニューアル検討 

特別支援教育SIG    会員数：5名（5名） 
代表者：松田靖史（川村義肢株式会社） 事務局長：高原光恵(鳴門教育大学) 
・リハ工学協会事業他、講習会等への協力 
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・特別支援関連事例の収集（継続） 

移乗機器SIG http://www.reha.kobegakuin.ac.jp/~hp-reha/transfer/index.html 会員数：136名（23名） 
代表者：古田恒輔（神戸学院大学）  事務局長：青木久美子（宇部記念病院訪問リハビリテーション） 
・協会事業へ協力 
・ニュース発行（２回）     ・役員会の開催 

義肢装具SIG https://www.resja.or.jp/po-sig/ 会員数：115名（32名） 
代表者：笹川友彦（熊本総合医療リハビリテーション学院 義肢装具学科)  事務局長：砂野義信  
・講習会開催：2019年8月24日 （土）義肢装具SIG第15回講習会 北海道科学大学（札幌市） 
・WEBサイト運営 

 

  2019年度活動計画  期間：2019年7月～2020年6月 

東日本支部    
世話人：桂律也（クラーク病院） 事務局長：新体制に向けて検討     
・第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろで、支部ミーティングを開催し、今後の体制、活動計画を策定予
定。 

関東・甲信越支部   
支部長：沖川悦三（神奈川県総合リハビリテーションセンター） 事務局長：村田知之（同左） 
・第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろ 支部セッションの企画/運営など（2019年8月） 
・第46回 国際福祉機器展 H.C.R.2019 協会ブースにて説明/相談、セミナーなど(2019年9月） 

中部支部 
代表者：渡辺崇史(日本福祉大学） 事務局長： 
・運営体制の整備と支部活動内容についての検討 

関西支部 
支部長：相良二朗（神戸芸術工科大学） 事務局長：糟谷佐紀（神戸学院大学） 
・バリアフリー2020リハ工ブース運営協力：2020年4月16日（木）～18日（土）インテックス大阪（大阪市） 
・バリアフリー2020の出展社ワークショップ開催協力    
・関西支部シンポジウム：内容・日時・場所未定   
・役員会：日時・場所未定 

中国・四国支部 
世話人：下元佳子( 一社）ナチュラルハートフルケアネットワーク）  事務局長：高橋一郎  
・第18回高知ふくし機器展 バリアフリーフェスティバル2019にて合同シンポジウムで実施した「障害当事者
こそが変える！人出不足の介護現場」をテーマにディスカッションを行う予定 

九州支部 https://6208.teacup.com/koy/bbs 
支部長：小林博光（総合せき損センター） 
・web掲示板の活用促進   
・第21回西日本国際福祉機器展 オフラインミーティング 

 

１－５．企画推進事業（企画担当理事／事業統括理事） 

 協会の広報活動及び会員獲得に向けたPR 活動、公益活動のために以下の展示会出展および出展社セミ

ナー等の開催を行う。 

１）学会展示会、広報活動強化 

以下の展示会等へブース出展し、広報活動 を実施する。その際には各地域の支部で運営するように体

制整備を併せて行っていく。 

・ 第46回国際福祉機器展(H.C.R.2019)での広報（2019年9月25日～9月27日 於：東京ビッグサイト

（東京）） 

・バリアフリー2020（2020年4月 於：インテックス大阪（大阪）） 

・その他各地域で行われている福祉機器展や関連学会についても、可能な範囲で出展を行い協会の広報等を

行う。各地域支部やSIGとの協力を積極的に進めると同時に、可能な限りセミナー実施とセットで行う 

２）  セミナー開催 

各福祉機器展において出展機会を有効活用し、出展効果を向上とリハ工学に関する普及を促進する目的

で、積極的に出展社セミナー・ワークショップを開催していく。この企画・運営についても支部を中心に
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実施できるよう体制整備を行う 

・ 第45回国際福祉機器展（HCR2019）での出展社プレゼンテーション等を企画・開催 

・ バリアフリー2020での出展社ワークショップを企画・開催 

・その他の地域で開催される福祉機器展においても、支部・SIGなどと協力してセミナーの開催を検討する 

３）合同シンポジウムの開催 

前年度は、これまで開催実績のない中四国支部のエリア（香川県高松市）での開催。2019 年度につい

ては、開催地域は未定だが、単独事業での実施だけでなく、カンファレンスや支部活動などの協会事業と

の連携も含めて検討する。 

４）頸髄損傷者の自立生活と社会参加に関する実態調査2020の実施 

・前回の頸損解体新書2010の発行よりまもなく10年が経過する。その間、技術の進歩や環境や社会情

勢の多くの変化があった。このことから、全国頸髄損傷者連絡会と共同により、頸髄損傷者の自立生

活と社会参加に関する実態調査を実施し、この10年間の変化を明らかにする 

・本調査の結果は、2020 年度にその他の福祉用具の普及や開発の参考となる資料としてまとめ、頸損

解体新書2020として発行する 

５）新たな会員獲得、及びリハ工学に関する知識や技術の普及促進 

 新たな会員獲得、及びリハ工学に関する知識や技術の普及促進を目的に、現在の事業の見直しと共に、

新たな企画推進事業の検討と実施を行う。 

・新たな会員獲得、及びリハ工学に関する知識や技術の普及促進を目的に、講習会・物販等の新たな企

画推進事業の検討を行う 

・実現可能性の高いと思われる事業について、試行的に実施する 

対象者：専門職向けやリハ工学に興味のある方等 

開催候補地：未定 

６）情報保障 

・障害者差別解消法の施行により、障害のある人に対する情報保障を実施する必要性がある。当協会に

おいても、主催セミナー・シンポジウムや支部事業、カンファレンス等において情報保障の実施が求

められており、そうした社会情勢に対応するための体制づくりを継続して行う 

 

１－６．国際関連事業（国際担当理事） 

１）国際関連団体との相互協定に基づく交流 

・リハ工学カンファレンスへの各国代表参加者の参加費負担 

・iCREATe、RESKO、TREATS、RESNA等へのRESJA代表者の参加費負担 

・国際支援技術組織連合（IAATO）事業。ウェブ会議への参加、加盟分担金負担 

・WHO-GATEへの協力 

２）国際連携推進委員会の設置 

・理事会のもとに、協会の国際連携等についてのアドバイスを行う国際連携推進委員会を,設置し、必

要時に、対面会議およびメール会議を年に数回の開催を予定し、理事会の決定を補佐する 

３）協会HPでの広報 

 ・国際連携事業の状況・国際連携推進委員会名簿・連携団体主催のカンファレンスなどの情報について

協会HPに掲載する 

 

２．総務  
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２－１. 規則・選挙関連（規則・選挙担当理事） 

１）2019年度（令和元年度）役員候補者選挙 

・2019年度（令和元年度）役員候補者選挙を行う 

・次回の代議員選挙ならびに役員候補者選挙へ向けて「電子投票システム」導入の具体的検討を推し

進める 

２）規程の整備 

  ・各種規程を整備し、改定を必要に応じて行う 

 

２－２. 財務（財務担当理事） 

 ・法人会計の管理を行う 

 ・各SIGおよび各支部の会計統合の準備を進める 

 

２－３. 総会･理事会等会議の開催（総会・理事会担当理事） 

１）2019年度理事会の開催 

・年5回、定例の理事会を開催する。開催予定場所は新横浜。開催予定時期は、2019年7月、10月、

12月、2020年3月、6月を目安とする 

２）2019年度定時社員総会の開催 

・2019年8月、カンファレンス開催期間中に定時社員総会を開催する 

  日時：2019年8月22日（木） 12:20～13:20 

場所：北海道科学大学 

 

２－４．広報・渉外（広報・渉外担当理事） 

１）WEB管理委員会活動 

・協会ホームページ、SNS、会員メールサービス等を適切に管理・運用していく 

・Googleアカウントを適切に管理・運用しながら協会業務の効率化を図る 

２）協会リーフレット更新 

３）オンラインストレージの利用 

 

２－５．事務局（事務局担当理事） 

１）事務局運営 

・法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進める 

２）展示会出展における広報活動 

３）チャットワークを利用して理事会運営の効率化を図る 

 

３．後援・協賛事業 

 ・後援・協賛予定事業（主催団体と内容）は下記の通りである 

No.  団体名 開催日程 内容 

1 協賛 バイオメカニズム学会 2019/7/5～7 第26回バイオメカニズム・シンポジ

ウム 

2 後援 福祉用具プランナー研究ネット

ワーク 

2019/7/21 プラネット第５回研究大会 
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3 後援 社会福祉法人横浜市リハビリテ

ーション事業団 

2019/7/26～27 第18回ヨコハマ・ヒューマン＆テク

ノランド 

4 後援 SENSの会福岡支部会北九州地区

継続研究会 

2019/8/10 第11回子どもが｢わかる｣｢できる｣教

材作成ワークショップ 

5 協賛 特定非営利活動法人 ヒューマン

インタフェース学会 

2019/9/2～5 ヒューマンインタフェースシンポジ

ウム2019 

6 後援 一般社団法人日本作業療法士協

会 

2019/9/6～8 第53回日本作業療法学会 

7 協賛 一般社団法人日本機械学会、一般

社団法人ライフサポート学会、一

般社団法人日本生活支援工学会 

2019/9/12～14 ＬＩＦＥ２０１９ 

8 後援 国際義肢装具協会 日本支部 2019/10/5～8 第17回国際義肢装具協会世界大会

（ISPO2019神戸世界大会） 

9 協賛 バイオメカニズム学会 2019/11/30～12/1 第40回バイオメカニズム学術講演会 

 下線は新規事業 
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【資料５】 

第４号議案 2019年度収支予算計画（案） 

 

 

  



24 

【資料６】 

第５号議案 新役員の承認について 

 

定款第34 条により、新役員の承認の審議を行う。 

役員候補者選挙により、選出された候補者は以下の通りである（50 音順）。 

 

＜理事候補＞ 

・青木（杉本）昌子 パシフィックサプライ株式会社 

・石濱裕規 医療法人社団永生会 

・植田瑞昌 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 

・江原喜人 総合せき損センター 

・岡野善記 株式会社７６６ 

・桂律也 社会医療法人社団三草会クラーク病院 

・剣持悟 川村義肢株式会社 

・鈴木太 愛媛頸髄損傷者連絡会 

・谷口公友 広島国際大学 

・中村俊哉 兵庫県立福祉のまちづくり研究所 

・西村顕 横浜市総合リハビリテーションセンター 

・水澤二郎 一般財団法人啓成会 

・村田知之 神奈川県総合リハビリテーションセンター 

・森田千晶 神奈川県立保健福祉大学 

＜監事候補＞ 

・赤澤康史 兵庫県立福祉のまちづくり研究所 

・伊藤和幸 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 

＜会計監査人＞ 

定款第33 条第2 項により、会計監査人は設置していないため候補者はなし。 

 

--------以下、役員選出に関連する規則の抜粋である（2017.8.1現在）---------------- 

【定款】 

第34 条 

理事及び監事並びに会計監査人は、社員総会の決議によって選任する。 

（補足） 

（役員の設置等） 

第33 条当法人に、次の役員を置く。 

(１) 理事11 名以上15 名以内 

(２) 監事2 名 

２当法人に、会計監査人を1 名おくことができる。 

３理事のうち、１名を代表理事とし、代表理事をもって会長とする。また、１名を副会長とすることがで

きる。 

４理事のうち、若干名を業務執行理事とする。 

 


